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論　　　文
前野蘭化訳述『金石品目』について
The “Kinseki-Hinmoku”, translated as “Lapidum” 
by Maeno Ranka; The First introduction of mineralogy 
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邈矣たるいにしへは、西洋にても外形 似たるにて属と種とを分つと見へ り。中世より以後は三有の類を分つ 、曾て外形に拘らず性能に拠らず、たゞ其最も
徴シルシ
となる要処を挙て類を分つなり。其徴を「テーネケン」といへり。獣類

















































































































































































































































































































































































































































































































































  山谷ノ精気 因テ生ジ年ヲ経 従テ長成スルモノナリ。其質之ヲ研リテ麪ノ如クナルベク之ヲ水飛シテ粉トナルベキモノナリ。按ズルニ是蝋石石膏ノ類 云ナリ。
  ③アグリッサ 
 
 
  山海ノ精液ニ因テ生ジ年ヲ経テ随テ長 者ナリ。其質火ヲ得テ変ズルコト無キモノナリ。按ズニ是雲母石麪類ナリ。
  ④アシナァタ 
 
 

































































































































































































































































































































































































































柔から剛に、動から静に変じて、飛走し霊を持つものが無情 ものとなり 無形のものが有形になったものと考えられていたようである。李時珍の『本草綱目』 「金


















































書いている。文中の「螺殻」は『本草綱目啓蒙』 「旧殻ヲ薬用トス。白田螺殻附方ト云フ」 （蚌蛤類「田蠃」 ）あり、 「瑇瑁」も亀鼈類に見え、亀の一 ようである。
又按ズルニ、其原或ハ鱗介等ヨリ出テ全ク石ノ如クナル者アリ。螺殻即君子瑇瑁ノ類ナリ。則是此ノ三統ニ入ラズ。想ニカナラズ別ニ鱗介ノ門中ニ之ヲ収メタルナルベシ。他日其書ヲ得ルヲ俟テ之ヲ捜求スベシト云。
　




















礦物ハ非生物ナリ。 （中略） 。是故ニ宇宙ノ万物ハ形状ノ奈何ヲ論ゼズ、活物及ビ源ヲ活物ニ帰スルモノ〈下條ニ説ク所 石炭琥珀等ノ如キハ其源活物ヨリ出ヅレドモ皆之ヲ礦物部内ニ入ルヽヲ以テ此例外トス〉ヲ除クノ外 皆礦物ナリ、
　
敬業社編纂『砿石物学』 （明治二十一刊）に、





























































































































































































児玉励造「 『厚生新編』と動物分類表」 『日本科学古典叢書』第五巻附録「古典科学」第九号所載） 、上野益三「宇田川榕菴の「動 啓原稿」 」 （ 『科学史研究』第八号、昭和十九年五月）に触れられている。



































蘭学一旦我国ニ入リテヨリ化学物理学等亦始テ我国ニ開クルニ至リタレドモ、当時ハ其本義ヲ解スルスラ難事タリシヲ以テ二三ノ碩学輩偶出ヅルアリシ 未ダ推シテ金石学ニ従事スルニ遑アラズ、虚シク近時ニ至リケルガ、維新後欧米ノ学術大 我国 行ハルヽ 及ンデ、真正ノ金石学始テ其端緒ヲ啓キ（下略）
注④
　



















































































































化石岩巌ナドヲ金石ニ加ヘ珊瑚青琅玕等ヲ金石ト為スガ如キ往時化学物理学等ノ未ダ開ケザリシ時代 在リテハ深ク恠シムニ足ラザルナリ」とあり、和田維四郎氏は珊瑚や青琅玕（青珊瑚 を鉱物とすることに否定的 見解を持っていたことが窺える。また、小藤文次郎氏も「化石、いや
F
ossil のこ
とは正しくは、
殭きよう
石といわなければいかん」と言われたようであり（ 『牧野
富太郎伝』
1955.11 六月社刊
p. 77 ）、
同
様
の
考
え
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る（
「
殭
」
は『玉篇』に「死不朽也」とあり、死んだ後もなお朽腐せず遺存するという意味である） 。
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